
発行／福島県庁 避難者支援課

故郷とあなたをつなぐ情報誌

「ふくしまの今が分かる新聞」では、県内外に避難されている皆さまや
被災者・避難者支援に携わる多くの方々へ、
避難者支援の取組や福島の復興に向けた動きなど、「ふくしまの今」が分かる情報をお届けします。

ふ
今
くしまふくしまふく まの

Fuku s h i m a  n o  I m a g a  W a k a r u  S h i n b u n

が分 新聞かる

12市町村のくらしマップ
今注目の商業・医療・福祉施設はこれ！

特  集
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飲食店や文具店等が並ぶ
「クマSUNテラス」。隣接す
る産業交流施設「CREVA
おおくま」とともに人 の々
憩いの場になって

います。

クマSUNテラス
（大熊町） 
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村
に
新
た
に
開
店
し
た
商
業

施
設
。
医
薬
品
や
食
品
、
生

活
雑
貨
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

■所
飯
舘
村
草
野
字
大
師
堂
1

☎
02
44
-4
2-
16
20

（
飯
舘
村
産
業
振
興
課
）

新
鮮
野
菜
や
手
作
り
総
菜
、

焼
き
た
て
パ
ン
な
ど
が
好
評

の
街
な
か
の
ス
ー
パ
ー
で
す
。

■所
南
相
馬
市
原
町
区
大
町

　
 2
丁
目
99
-2

☎
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44
-2
6-
71
25

食
料
品
な
ど
を
販
売
す
る
ミ
ニ

ス
ー
パ
ー
や
食
堂
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

■所
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字
日
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40
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川
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原
子
力
災
害
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策
課
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全
て
の
用
事（
用
足
し
）を
済
ま
せ

る
こ
と
が
で
き
る
複
合
商
業
施
設

で
す
！
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外
来
診
察
の
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訪
問

看
護
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訪
問
診
療
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行
っ
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す
。
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 字
寺
下
50

☎
02
47
-7
5-
20
03

（
田
村
市
立
都
路
診
療
所
）

誰
も
が
自
由
に
集
い
、
仕
事
や
勉
強
も

で
き
る
憩
い
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
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ち
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プ
ロ
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コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
憩

い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■所
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む
ら
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公
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介
護・
福
祉・
生
活
支
援
の
相
談
が
で

き
る
ほ
か
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
併
設
。

■所
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特
養「
桜
の
園
」と
カ
フ
ェ
等
が
あ
る

「
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
み

お
か
」を
併
設
。
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法
人
光
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ス
ー
パ
ー
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
飲

食
店
等
10
店
が
入
居
す
る「
笑
ふ

る
タ
ウ
ン
な
ら
は
」内
の
商
業
施
設
。

■所
楢
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町
北
田
字
中
満
25
6
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3-
67
71

（
一
般
社
団
法
人
な
ら
は
み
ら
い
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8/
1に
オ
ー
プ
ン！
食
料
品
や
日
用
品
、

家
庭
用
医
薬
品
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

■所
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長
塚
字
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大
熊
中
央
産
業
拠
点
に
オ
ー
プ
ン

予
定
の
食
品
ス
ー
パ
ー
で
す
。

■所
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カ
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ボ
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※
来
年
度
10
月

　
オ
ー
プ
ン
予
定

…
商
業
施
設

…
交
流
施
設

…
医
療
・
福
祉
施
設

…
帰
還
困
難
区
域

※
医
療
施
設
は
、公
的
機
関
や
病
床
数
20
床
以
上
の
病
院
等
、主
な
施
設
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

12
市
町
村
の
く
ら
し
マ
ッ
プ

今
回
は
、
各
市
町
村
か
ら
商
業
・
医
療
・
福
祉
に
関
係
す
る
注
目
施
設
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
!

　
各
施
設
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
!

特
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今
注
目
の
商
業・
医
療
・
福
祉
施
設

は
こ
れ！
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こ
こ
な
ら
笑
店
街

こ
こ
な
ら
笑
店
街

県
立
ふ
た
ば
医
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セ
ン
タ
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附
属

ふ
た
ば
復
興
診
療
所

県
立
ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
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属

ふ
た
ば
復
興
診
療
所

楢
葉
町
地
域
活
動
拠
点
施
設
 ま
ざ
ら
っ
せ

楢
葉
町
地
域
活
動
拠
点
施
設
 ま
ざ
ら
っ
せ

多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
 ぷ
ら
っ
と
あ
っ
と

多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
 ぷ
ら
っ
と
あ
っ
と

富
岡
町
立

と
み
お
か
診
療
所

富
岡
町
立

と
み
お
か
診
療
所

さ
く
ら
モ
ー
ル

と
み
お
か

さ
く
ら
モ
ー
ル

と
み
お
か

楢
葉
町
役
場

楢
葉
町
役
場

楢
葉
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
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セ
ン
タ
ー

楢
葉
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

広
野
町
役
場

広
野
町
役
場

高
野
病
院

高
野
病
院

ひ
ろ
の
て
ら
す

ひ
ろ
の
て
ら
す

川
内
村
国
民
健
康

保
険
診
療
所

川
内
村
国
民
健
康

保
険
診
療
所

川
内
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
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セ
ン
タ
ー

川
内
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

川
内
村
役
場

川
内
村
役
場

複
合
商
業
施
設
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 Y
O
-T
A
SH
I

複
合
商
業
施
設
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 Y
O
-T
A
SH
I

小
高
交
流

セ
ン
タ
ー

小
高
交
流

セ
ン
タ
ー

南
相
馬
市
立

総
合
病
院

南
相
馬
市
立

総
合
病
院

道
の
駅
 な
み
え

道
の
駅
 な
み
え

原
地
区
商
業
施
設

原
地
区
商
業
施
設

イ
オ
ン
双
葉
店

イ
オ
ン
双
葉
店

田
村
市
立
都
路
診
療
所
・
都
路
歯
科
診
療
所

田
村
市
立
都
路
診
療
所
・
都
路
歯
科
診
療
所
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om
o岩
井
沢

D
om
o岩
井
沢

道
の
駅
か
わ
ま
た

道
の
駅
か
わ
ま
た

ハ
シ
ド
ラ
ッ
グ
飯
舘
店

ハ
シ
ド
ラ
ッ
グ
飯
舘
店

い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館

い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館

小
高
ス
ト
ア

小
高
ス
ト
ア

お
お
く
ま
ー
と

お
お
く
ま
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と

く
ま
SU
N
テ
ラ
ス

く
ま
SU
N
テ
ラ
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ィレ
ッ
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駅
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駅
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駅

浪
江
駅

浪
江
駅

な
ら
は

ス
マ
ー
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広
野
IC

常
磐
双
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大
熊
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常
磐
富
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南
相
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Ｃ

南
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鹿
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ス
マ
ー
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原
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駅

原
ノ
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駅

鹿
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駅

鹿
島
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磐
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駅

磐
城
太
田
駅

小
高
駅

小
高
駅

桃
内
駅

桃
内
駅

夜
ノ
森
駅

夜
ノ
森
駅

木
戸
駅

木
戸
駅

神
俣
駅

神
俣
駅

菅
谷
駅

菅
谷
駅

磐
城
常
葉
駅

磐
城
常
葉
駅 大
越
駅

大
越
駅

葛
尾
村

葛
尾
村

田
村
市

田
村
市

飯
舘
村

飯
舘
村

南
相
馬
市

南
相
馬
市

浪
江
町

浪
江
町

川
俣
町

川
俣
町

大
熊
町

大
熊
町

双
葉
町

双
葉
町

富
岡
町

富
岡
町

楢
葉
町

楢
葉
町

広
野
町

広
野
町

川
内
村

川
内
村

田
村
ス
マ
ー
トＩ
Ｃ

船
引

三
春Ｉ
Ｃ

磐越
自動
車道

村
に
新
た
に
開
店
し
た
商
業

施
設
。
医
薬
品
や
食
品
、
生

活
雑
貨
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

■所
飯
舘
村
草
野
字
大
師
堂
1

☎
02
44
-4
2-
16
20

（
飯
舘
村
産
業
振
興
課
）

新
鮮
野
菜
や
手
作
り
総
菜
、

焼
き
た
て
パ
ン
な
ど
が
好
評

の
街
な
か
の
ス
ー
パ
ー
で
す
。

■所
南
相
馬
市
原
町
区
大
町

　
 2
丁
目
99
-2

☎
02
44
-2
6-
71
25

食
料
品
な
ど
を
販
売
す
る
ミ
ニ

ス
ー
パ
ー
や
食
堂
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

■所
川
俣
町
山
木
屋
字
日
向
40
-1

☎
02
4-
56
3-
20
21

（
川
俣
町
原
子
力
災
害
対
策
課
）

全
て
の
用
事（
用
足
し
）を
済
ま
せ

る
こ
と
が
で
き
る
複
合
商
業
施
設

で
す
！

■所
川
内
村
下
川
内
字
宮
ノ
下
25
-1

☎
02
40
-2
3-
55
51

（
合
同
会
社
か
わ
う
ち
屋
）

外
来
診
察
の
ほ
か
、
訪
問

看
護
や
訪
問
診
療
も
行
っ

て
い
ま
す
。

■所
田
村
市
都
路
町
古
道

　
 字
寺
下
50

☎
02
47
-7
5-
20
03

（
田
村
市
立
都
路
診
療
所
）

誰
も
が
自
由
に
集
い
、
仕
事
や
勉
強
も

で
き
る
憩
い
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

■所
広
野
町
下
北
迫
折
返
35
-4

☎
02
40
-2
3-
68
82

（
合
同
会
社
ち
ゃ
の
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
憩

い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■所
葛
尾
村
落
合
字
落
合
20
-1

☎
02
40
-2
3-
77
67
（
一
般
社
団

法
人
葛
尾
む
ら
づ
く
り
公
社
）

介
護・
福
祉・
生
活
支
援
の
相
談
が
で

き
る
ほ
か
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
併
設
。

■所
浪
江
町
権
現
堂
字
矢
沢
町
6-
1

☎
02
40
-3
4-
46
85
（
社
会
福
祉

法
人
浪
江
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

特
養「
桜
の
園
」と
カ
フ
ェ
等
が
あ
る

「
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
み

お
か
」を
併
設
。

■所
富
岡
町
本
岡
字
王
塚
36

☎
02
46
-2
7-
25
00

（
社
会
福
祉
法
人
光
美
会
）

ス
ー
パ
ー
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
飲

食
店
等
10
店
が
入
居
す
る「
笑
ふ

る
タ
ウ
ン
な
ら
は
」内
の
商
業
施
設
。

■所
楢
葉
町
北
田
字
中
満
25
6

☎
02
40
-2
3-
67
71

（
一
般
社
団
法
人
な
ら
は
み
ら
い
）

8/
1に
オ
ー
プ
ン！
食
料
品
や
日
用
品
、

家
庭
用
医
薬
品
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

■所
双
葉
町
長
塚
字
町
西
36
-1

☎
02
40
-3
3-
01
27

（
双
葉
町
復
興
推
進
課
）

大
熊
中
央
産
業
拠
点
に
オ
ー
プ
ン

予
定
の
食
品
ス
ー
パ
ー
で
す
。

■所
大
熊
町
下
野
上

☎
02
40
-2
3-
76
43

（
大
熊
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課
）

※
来
年
度
10
月

　
オ
ー
プ
ン
予
定

…
商
業
施
設

…
交
流
施
設

…
医
療
・
福
祉
施
設

…
帰
還
困
難
区
域

※
医
療
施
設
は
、公
的
機
関
や
病
床
数
20
床
以
上
の
病
院
等
、主
な
施
設
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

12
市
町
村
の
く
ら
し
マ
ッ
プ

今
回
は
、
各
市
町
村
か
ら
商
業
・
医
療
・
福
祉
に
関
係
す
る
注
目
施
設
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
!

　
各
施
設
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
!

特
  集

今
注
目
の
商
業・
医
療
・
福
祉
施
設

は
こ
れ！



県外避難する高校生の就職支援
　福島県外へ避難中の高校生で、県
内での就職を希望する方向けに、就
職支援を行います。進路アドバイザー
が、皆さんの希望に沿った求人情報
を提供。利用を希望される方は、現
在通学している高校の先生を通じて、
就職希望地区や希望業種などをお知
らせください。

消費生活無料法律相談等について
　県消費生活センターでは、借金・多
重債務問題や震災に関連した契約トラ
ブルなど様々な消費生活相談に対応
するため、法律の専門家等による相
談を実施しています。

住宅確保・移転サポート事業住宅確保・移転サポート事業
　福島、茨城、栃木、埼玉、千葉、東
京、神奈川及び新潟の各都県で、令
和８年３月の応急仮設住宅の供与期間
終了後の新たな住まいの確保を支援
するため、「避難者住宅確保・移転サ
ポート事業」を実施しています。ご自
分で住宅を見つけられずお困りの方
の生活再建を後押しします。

申込・
問い合わせ

福島県生活拠点課
☎024-521-6933

公的住宅ローンの申込み受付公的住宅ローンの申込み受付
　住宅金融支援機構では、災害で住宅
に被害を受けられた方に対する全期間
固定金利の災害復興住宅融資（建設・
購入・補修）の申込みを受け付けてい
ます。詳細は下記お問い合わせ先まで
ご連絡ください。

問い
合わせ

㈱福島人材派遣センター進路アド
バイザー係　☎024-521-5111

東京電力によるご請求のお願い東京電力によるご請求のお願い
　2023年4月から「中間指針第五次
追補等を踏まえた追加賠償」のご請
求を受け付けております。お手元に
ご請求書が届いていない場合やご請
求書の記載方法がご不明な場合は、
訪問によるご相談・ご請求書作成のお
手伝いも承っておりますので、以下お
問い合わせ先までご連絡ください。

平日夜間・土曜窓口の開設平日夜間・土曜窓口の開設

　原子力損害賠償紛争解決（ADR）セ
ンターでは、通常の窓口に加え、弁護
士等と話せる平日夜間・土曜窓口を開
設します（ご利用は無料）。福島事務所
での対面の他、ご自宅等から電話・オ
ンラインでも利用可能です。

　富岡駅前に冬を鮮やかに彩るイルミ
ネーションが点灯します。色とりどりに装
飾された会場内には撮影スポットもありま
すのでぜひご来場ください。

問い
合わせ

福島県消費生活センター（相談専
用電話）☎024-521-0999

問い
合わせ

住宅金融支援機構カスタマー
センター ☎0120-086-353

問い
合わせ

東京電力ホールディングス株式会社福島
原子力補償相談室　☎0120-926-470

詳しくはコチラ

予約・
問い合わせ

原子力損害賠償紛争解決センター
☎024-941-0164

詳しい利用（予約）方法は
こちらから

相談会（相馬、富岡）・
Web相談はこちら

デジサポ福島相談窓口についてデジサポ福島相談窓口について

　帰還者のテレビ受信相談等の支援
を行う「デジサポ福島」の受信相談体
制が9/1から対応可能となりました。
受付時間▶土日・祝日・年末年始休業
日を除く9時～16時

問い
合わせ

総務省福島原発避難区域
テレビ受信者支援センター
（デジサポ福島）
☎022-393-9779

被災者生活再建支援金申請被災者生活再建支援金申請

　富岡町、大熊町、双葉町、浪江町で
は、東日本大震災に係る支援金を、令
和8年4月10日まで受け付けています。
詳しくは、下記までお問い合せください。

問い合わせ

富岡町生活環境課 ☎0240-22-2111
大熊町生活支援課 ☎0240-23-7444
双葉町住民生活課（いわき支所）
 ☎0246-84-5200
浪江町住宅水道課 ☎0240-34-0232

不動産取得税の軽減措置について不動産取得税の軽減措置について

福島県復興公営住宅入居支援センター　☎024-522-3320問い合わせ

令和7年度 第5回福島県復興公営住宅の入居者募集について令和7年度 第5回福島県復興公営住宅の入居者募集について
　復興公営住宅の入居者の募集を下記の日程で行います。
※募集期間は変更となる場合がありますので、
　最新情報は入居支援センターHPでご確認ください。

募集期間 令和7年12月1日（月）～9日（火）

対象者 ▶避難指示区域等から避難されている方　
▶平成23年3月11日時点で、避難指示が
　解除された区域に居住していた方
▶東日本大震災の地震・津波被災者

▶平成23年3月11日時点で中通り、浜通り
　（避難指示が継続している区域を除く）に居住していた方　
▶比較的収入が低く、県営住宅の入居資格を備えている方
※住宅に困窮していることが要件となります。

入居予定 令和8年2月以降

詳しくはこちら

高速道路の無料措置について高速道路の無料措置について

○○市町村　避難者　高速道路無料

　原発事故による警戒区域等からの避難者に対する高速道路の
無料措置が、避難者の生活再建に向けた一時帰宅等の移動（福
島県内等の対象ICを入口または出口とする走行）を対象に実施
されています。なお、利用する際は「ふるさと帰還通行カード」
が必要となり、被災時に一部の地域に住所を有していた方につ
いては、更新時に申請していただく区間のみが無料措置の対象
となります。

　原発事故により避難して二重生活を強いられている家族の再
会を支援するため、原発事故による母子避難者等（浜通り・中通
り［警戒区域等を除く］）に対する高速道路の無料措置が実施さ
れています（避難元と避難先の最寄りICを入口及び出口とする
走行が対象）。利用する際は、令和7年度用の証明書（有効期
限：令和8年3月31日まで）が必要となります。

警戒区域等に居住されていた方 母子避難者等

◆無料措置の実施期間が令和8年3月31日まで延長されました。
◆令和7年9月1日から中型車のうちトラックタイプの車両が無
料措置対象から除外されました。

［証明書の申請に関すること］　各市町村　
［母子避難者等の高速無料措置に関すること］
　福島県避難者支援課　☎024-523-4250　

問い合わせ

「ふくしまポータル」ダウンロードキャンペーンについて
　ふくしまポータルは、県のイベント情報などを発信してい
る総合窓口アプリです。現在、アプリをダウンロードの上、
ユーザー登録いただいた方の中から抽選で、宿泊券や県産
品などが当たるキャンペーンを実施しています。この機会に、
ぜひダウンロードの上、ご活用をお願いします。

iPhoneAndroid
ダウンロード

生活再建支援拠点を紹介します
　県外へ避難されている方の相談対応や本県の支援策に関する
情報提供、交流会の開催等を行う拠点を全国26か所に設置して
います。今回は、静岡・京都に設置している拠点を紹介します。

26か所すべての拠点の連絡先等情報は、コチラから

ふくしま連携復興センターHP

　相談者様の気持ちに寄り添う
ことを大切にしながら、一緒に
解決方法を探っていくことを心
がけています。また、関係機
関との橋渡しの役割も丁寧に
行っています。まずは、お気軽
にご連絡ください。

　避難してきて一番困るのが
「どこに相談すればよいのか、
土地勘や知人が少ないのでわ
からない」こと。その最初の相
談をお受けしています。ひとり
で悩まず、まずはお気軽にご
相談ください。

〒422-8066
静岡県静岡市駿河区泉町3-6 
サンシティ泉301号室
TEL 0120-42-2828／054-204-6177
メール fukushima.katei@gmail.com
相談日時 火・水・金  9：00～ 16：30

〒600-8833　京都府京都市下京区七条
大宮西入西酢屋町10
TEL 080-8146-5034
メール info@fucco-nagomi.com
相談日時 月・水・金 10：00～ 17：00
※担当エリアは、京都府と滋賀県

福島県県外避難者
相談センター
「ここさこ」

静岡県

なごみ

京都府

※来所される際は、事前に
　ご連絡ください。

申請方法などはこちら

　東日本大震災で被災した不動産の
所有者が、それらに代わるものを令和
８年３月31日までに取得した場合又は
原子力災害で被災した不動産の所有
者が、それらに代わるものを避難指示
解除から４年以内に福島県内に取得し
た場合、取得した不動産に係る不動産
取得税が軽減されます。

 年末年始のイベントをご紹介します! 年末年始のイベントをご紹介します!

TOMIOKAまち灯り2025TOMIOKAまち灯り2025 請戸漁港出初式請戸漁港出初式 双葉町ダルマ市双葉町ダルマ市

■時令和7年12月1日（月）～26日（金）
　 17:00 ～ 21:00
■所 JR富岡駅前
■問 一般社団法人富岡町観光協会
☎0240-23-7366

　海上の安全と豊漁を祈願する毎年恒例
の出初式。色鮮やかな大漁旗をなびかせ、
大海原へ出港する様子は圧巻です。
■時令和8年1月2日（金）
■所 請戸漁港
■問 浪江町農林水産課農林水産係
☎0240-34-0246

　双葉ダルマ販売の他、飲食店等の様々
なブースが軒を並べます。江戸時代から
続く伝統の祭りへぜひお越しください。
■時令和8年1月10日（土）・11日（日）
■所 JR双葉駅前
■問 双葉町復興推進課
☎0240-33-0127

詳細は、NEXCO東日本
HPをご確認ください。
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県外避難する高校生の就職支援
　福島県外へ避難中の高校生で、県
内での就職を希望する方向けに、就
職支援を行います。進路アドバイザー
が、皆さんの希望に沿った求人情報
を提供。利用を希望される方は、現
在通学している高校の先生を通じて、
就職希望地区や希望業種などをお知
らせください。

消費生活無料法律相談等について
　県消費生活センターでは、借金・多
重債務問題や震災に関連した契約トラ
ブルなど様々な消費生活相談に対応
するため、法律の専門家等による相
談を実施しています。

住宅確保・移転サポート事業住宅確保・移転サポート事業
　福島、茨城、栃木、埼玉、千葉、東
京、神奈川及び新潟の各都県で、令
和８年３月の応急仮設住宅の供与期間
終了後の新たな住まいの確保を支援
するため、「避難者住宅確保・移転サ
ポート事業」を実施しています。ご自
分で住宅を見つけられずお困りの方
の生活再建を後押しします。

申込・
問い合わせ

福島県生活拠点課
☎024-521-6933

公的住宅ローンの申込み受付公的住宅ローンの申込み受付
　住宅金融支援機構では、災害で住宅
に被害を受けられた方に対する全期間
固定金利の災害復興住宅融資（建設・
購入・補修）の申込みを受け付けてい
ます。詳細は下記お問い合わせ先まで
ご連絡ください。

問い
合わせ

㈱福島人材派遣センター進路アド
バイザー係　☎024-521-5111

東京電力によるご請求のお願い東京電力によるご請求のお願い
　2023年4月から「中間指針第五次
追補等を踏まえた追加賠償」のご請
求を受け付けております。お手元に
ご請求書が届いていない場合やご請
求書の記載方法がご不明な場合は、
訪問によるご相談・ご請求書作成のお
手伝いも承っておりますので、以下お
問い合わせ先までご連絡ください。

平日夜間・土曜窓口の開設平日夜間・土曜窓口の開設

　原子力損害賠償紛争解決（ADR）セ
ンターでは、通常の窓口に加え、弁護
士等と話せる平日夜間・土曜窓口を開
設します（ご利用は無料）。福島事務所
での対面の他、ご自宅等から電話・オ
ンラインでも利用可能です。

　富岡駅前に冬を鮮やかに彩るイルミ
ネーションが点灯します。色とりどりに装
飾された会場内には撮影スポットもありま
すのでぜひご来場ください。

問い
合わせ

福島県消費生活センター（相談専
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問い
合わせ
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問い
合わせ
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詳しくはコチラ

予約・
問い合わせ

原子力損害賠償紛争解決センター
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詳しい利用（予約）方法は
こちらから

相談会（相馬、富岡）・
Web相談はこちら

デジサポ福島相談窓口についてデジサポ福島相談窓口について

　帰還者のテレビ受信相談等の支援
を行う「デジサポ福島」の受信相談体
制が9/1から対応可能となりました。
受付時間▶土日・祝日・年末年始休業
日を除く9時～16時

問い
合わせ

総務省福島原発避難区域
テレビ受信者支援センター
（デジサポ福島）
☎022-393-9779

被災者生活再建支援金申請被災者生活再建支援金申請

　富岡町、大熊町、双葉町、浪江町で
は、東日本大震災に係る支援金を、令
和8年4月10日まで受け付けています。
詳しくは、下記までお問い合せください。

問い合わせ

富岡町生活環境課 ☎0240-22-2111
大熊町生活支援課 ☎0240-23-7444
双葉町住民生活課（いわき支所）
 ☎0246-84-5200
浪江町住宅水道課 ☎0240-34-0232

不動産取得税の軽減措置について不動産取得税の軽減措置について

福島県復興公営住宅入居支援センター　☎024-522-3320問い合わせ

令和7年度 第5回福島県復興公営住宅の入居者募集について令和7年度 第5回福島県復興公営住宅の入居者募集について
　復興公営住宅の入居者の募集を下記の日程で行います。
※募集期間は変更となる場合がありますので、
　最新情報は入居支援センターHPでご確認ください。

募集期間 令和7年12月1日（月）～9日（火）
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▶平成23年3月11日時点で中通り、浜通り
　（避難指示が継続している区域を除く）に居住していた方　
▶比較的収入が低く、県営住宅の入居資格を備えている方
※住宅に困窮していることが要件となります。

入居予定 令和8年2月以降

詳しくはこちら

高速道路の無料措置について高速道路の無料措置について

○○市町村　避難者　高速道路無料
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［証明書の申請に関すること］　各市町村　
［母子避難者等の高速無料措置に関すること］
　福島県避難者支援課　☎024-523-4250　

問い合わせ
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ユーザー登録いただいた方の中から抽選で、宿泊券や県産
品などが当たるキャンペーンを実施しています。この機会に、
ぜひダウンロードの上、ご活用をお願いします。

iPhoneAndroid
ダウンロード

生活再建支援拠点を紹介します
　県外へ避難されている方の相談対応や本県の支援策に関する
情報提供、交流会の開催等を行う拠点を全国26か所に設置して
います。今回は、静岡・京都に設置している拠点を紹介します。

26か所すべての拠点の連絡先等情報は、コチラから

ふくしま連携復興センターHP

　相談者様の気持ちに寄り添う
ことを大切にしながら、一緒に
解決方法を探っていくことを心
がけています。また、関係機
関との橋渡しの役割も丁寧に
行っています。まずは、お気軽
にご連絡ください。

　避難してきて一番困るのが
「どこに相談すればよいのか、
土地勘や知人が少ないのでわ
からない」こと。その最初の相
談をお受けしています。ひとり
で悩まず、まずはお気軽にご
相談ください。

〒422-8066
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〒600-8833　京都府京都市下京区七条
大宮西入西酢屋町10
TEL 080-8146-5034
メール info@fucco-nagomi.com
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福島県県外避難者
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京都府

※来所される際は、事前に
　ご連絡ください。

申請方法などはこちら

　東日本大震災で被災した不動産の
所有者が、それらに代わるものを令和
８年３月31日までに取得した場合又は
原子力災害で被災した不動産の所有
者が、それらに代わるものを避難指示
解除から４年以内に福島県内に取得し
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　 17:00 ～ 21:00
■所 JR富岡駅前
■問 一般社団法人富岡町観光協会
☎0240-23-7366

　海上の安全と豊漁を祈願する毎年恒例
の出初式。色鮮やかな大漁旗をなびかせ、
大海原へ出港する様子は圧巻です。
■時令和8年1月2日（金）
■所 請戸漁港
■問 浪江町農林水産課農林水産係
☎0240-34-0246

　双葉ダルマ販売の他、飲食店等の様々
なブースが軒を並べます。江戸時代から
続く伝統の祭りへぜひお越しください。
■時令和8年1月10日（土）・11日（日）
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発行／福島県庁 避難者支援課　℡ 024-523-4250

バックナンバーもチェック! 検索福島　今が分かる新聞
ふくしまが
もっと分かる

第46回

2025年12月26日（金）
※当日消印有効  ※個人情報は賞品の発送にのみ使用します。
※アンケートの回答は紙面で紹介させていただく場合があります。

6

○1 アンケート回答
○2 記事の感想、今後
取り上げてほしい
情報、紙面や県
政へのご意見

○3 住所・氏名・　　
年齢・電話番号

福島県庁
避難者支援課
「ふくしまの今
が分かる新聞」
　　　　　 係

〈郵便はがきでの応募の場合〉

〈メールでの応募の場合〉

hinanshashien@pref.
fukushima.lg.jp

二次元コードを読み込むか
下記のアドレスを打ち込み、
○1 ～○3 の必要事項をご記入
の上送信してください。

郵便はがきもしくは、福島県避難者支援課へのメール
に①～③の必要事項をご記入の上、お送りください。

お答えいただいた方に抽選で、
福島県の素敵な特産品をプレゼント!読者アンケート

応募締切

「ふくしまの今が分かる新聞」で今後新しく設
けてほしいコーナーを教えてください。
（自由記述）

いわき市、田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、
大熊町、双葉町、浪江町、川内村、葛尾村、飯舘村

13指定
市町村（※）

福島県避難者支援課　☎024-523-4250

　避難情報に変更（転居や帰還など）がありましたら、避難先の市区町村へ
「全国避難者情報システム」への届出をお願いします。届け出た所在地宛てに、
福島県や避難元市町村からのお知らせなどを送付できるようになります。
　併せて、13指定市町村（※）から避難されている方は、原発避難者特例法に
基づく届出も避難元市町村宛てにご連絡いただくようお願いします。避難先
においても一定の行政サービスを受けることができるようになります。

全国避難者情報システムヘの届出
❶避難先の変更がある場合
　（転居など）

❷避難を終了する場合
　（帰還・定住など）

現在お住まいの避難先市区
町村及び転居後の避難先市
区町村の双方へ届出

現在お住まいの避難先市区
町村へ届出

原発避難者特例法に基づく届出

❷の場合❶の場合

13指定市町村から避難されている方で、避難情報に
変更がある場合、避難元市町村へ届出

全国避難者情報システム等への避難情報の届出のお願い

■  広大なブドウ畑が広がる川内村に移住！ワイン造りに情熱を注ぐ

浜鶏ラーメン
〈３食入×２箱〉
鳥藤本店 （富岡町）

鶏の旨味を凝縮したスープに、縮れ中細麺がほどよ
く絡みます。2019年のJR東日本お土産グランプ
リ食品部門で銀賞を受賞した逸品です。

10
名様

抽選で

アンケート

ブドウ栽培から醸造まで全工程を手がけます

代表銘柄「ヴィラージュ」シリーズ

安達 貴さん
あ  だ ち  たかし

かわうちワイン株式会社
栽培醸造管理部門マネージャー

インタビューの様子はYouTube動画でも配信して
います。右の二次元コードからご覧ください。

ふくしまVOICEふくしまVOICE
ふるさとに帰還した人、まちに移住してきた人の

「いま」をご紹介します。

川内
村

問い合わせ

　「ワイン造りは奥が深い世界。天候に左右される
のでなかなか思い通りにはいかないけれど、それが
面白いところでもあります」と微笑むのは、東京都出
身の安達貴さん。都内の大学で醸造について学び、
卒業後は山梨県や青森県のワイナリーに勤務。その
後フリーの醸造家として活動する中で、浜通り各地
で新たに始まったワイン事業に携わるようになり、
2020年に娘と２人で川内村へ移住しました。「新設
するかわうちワイナリーで醸造責任者をやりません
か？と誘われたのが移住のきっかけ。こんな広いブ

ドウ畑と醸造管理を任せてもらえるなら、自分のス
キルや経験を十分に生かせると思いました」と、安
達さんは畑を見渡します。現在かわうちワイナリー
では、試験栽培を含めて約30種類のブドウを栽培し、
年10～15銘柄のワインをリリースしているそう。
村民の普段の食事に合うワインを目指しており、「村
の気候や土壌に合うブドウの品種は何か、どんなワ
インを今後造っていけばいいか、試したいことがた
くさんあります」と語る安達さん。川内村の自然と真
摯に向き合い、ワイン造りに情熱を注ぎ続けます。


